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１ 調査概要 

（1）調査目的 

宮崎県では地域日本語教育によって「 外国人住民と日本人住民が、日本語で円

滑に意思疎通できるようになることにより、県内のどこに住んでいても、国籍に関

係なく安心して生活ができる宮崎県」を目指している。今後の施策を検討するにあ

たり、 宮崎県における日本語教育の現状や、外国人住民等の日本語教育に係る課

題及びニーズ等を把握するため、外国人住民及び事業所を対象に調査を実施する。 

 

（2）調査対象 

ア 外国人住民 

県内市町村が住民基本台帳から無作為抽出した、令和６年６月１日時点で 18 歳

以上の外国人住民 3,000 人 

イ 事業所 

総務省の「事業所母集団データベース」（令和４年次フレーム）上の県内事業所

から、産業構成比に従い無作為抽出した 1,165 社 

 

（3）調査期間 

ア 外国人住民  令和６年 10 月９日から令和６年 11月 30 日まで 

イ 事業所    令和６年 10月 27 日から令和６年 11月 30 日まで 

 

（4）調査方法 

調査票により調査（郵送、Google フォーム） 

 

（5）回収状況 

調査対象 調査数 回答数 回答率 

外国人住民 3,000 543 18.1% 

事業所 1,165 318 27.3% 

 

（6）調査結果の表示方法 

・設問ごとの集計母数は、グラフ中に「N=＊＊＊」と表記する。 

・比率はすべて百分率で表し、小数点以下第１位を四捨五入して算出する。その

ため、百分率の合計が 100%にならないことがある。 

・自由記述回答において、同じ回答が複数得られた場合は件数を記載する。 

・得られた記述回答は、必要に応じて翻訳、文体や用語の統一、誤字及び脱字の



4 

 

修正等を行う。 
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２ 調査結果の概要 

（1）外国人住民 

日本語能力試験に合格したレベルを尋ねたところ、試験を受けたことがない人が

26%と最も多く、次いでＮ４（基本的な日本語を理解することができる）が 21%、

Ｎ５（基本的な日本語をある程度理解することができる）が 15%となっており、日

常会話レベルの日本語能力を身に付けるための日本語教育を必要としていると考え

られる外国人住民が多く県内に在住していることが分かった。また、Ｎ４・Ｎ５レ

ベルの人の 85%は、在留資格が技能実習又は特定技能であり、平日日中は就労して

いる人々であった。 

日本語の学習方法としては、独学（インターネット、アプリ、教科書、テレビ

等）が多い一方、無料で学ぶ場や日本語の先生から学ぶ機会があれば学びたいとい

う回答が多くあった。また、日本語を学びたい時間としては、特に技能実習・特定

技能といった就労中の外国人住民を中心に、夜間を希望する人が多いことが分か

り、日本語を学ぶことができる時間に受講できる教室がないことを理由に、独学で

学んでいる人が一定数いることが推測される。行政に求める支援として最も多かっ

たのも、「日常会話レベルの日本語を学ぶ機会の充実」であった。 

また、地域住民との交流については、地域との関わり、地域住民との交流で良か

ったと感じたこと・困っていることのいずれも「特になし」との回答が最も多く、

日本人住民との交流の機会が少ないことが窺えた。 

そのため、夜間の学習を希望する外国人住民も生活に必要な日本語を学ぶことが

できる環境づくり、ニーズに合った学習の場や学習方法の検討を進めるとともに、

日本人住民との交流促進として、学んだ日本語を活用できる交流の場の提供や、日

本人住民の「やさしい日本語」の活用促進に取り組む必要がある。 

 

 

 

 

 日本語を学ぶことができる時間に受講できる教室がないことを理由に、独

学で学んでいる人が一定数いると考えられる 

 日本人住民との交流の機会が少ない 

外国人住民の課題 
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（2）事業所 

市町村等が開催する日本語教室等があれば外国人材を受講させたいと考えている

事業所が 82%と大半を占めていた。その背景として、外国人材を受け入れるにあた

っては日常会話ができるレベルの日本語能力や社員とのコミュニケーションに課題

を感じており、外国人材に対する生活支援では通訳・翻訳を要する場面で困ってい

るという状況があることが分かった。 

そのため、就労している外国人住民が生活に必要な日本語を学習するにあたって

の支援の強化や、外国人材を受け入れている事業所への日本語教育に関する情報共

有の強化と合わせ、外国人材を受け入れている事業所での日本人社員の「やさしい

日本語」の活用促進に取り組む必要がある。 

 

  

 

 無料で学ぶ場があれば学びたい 

 日本語教室が近くにあれば学びたい 

 日本語の先生から学ぶ機会があれば学びたい 

 日本語教室と時間が合えば学びたい 

   → 平日夜間、土曜日夜間、日曜日・祝日夜間 

外国人住民のニーズ 

 

 日常会話レベルの日本語能力や、社員とのコミュニケーションに課題を感

じている 

外国人材受入事業所の課題 

 

 無料なら受講させたい 

 教室が近くにあれば受講させたい 

 生活上のルールを学ぶことができるなら受講させたい 

外国人材受入事業所のニーズ 
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３ 調査結果 

（1）外国人住民 

基本情報 

問１ 国籍（地域） 

「ベトナム」（138 件）が最も多く、次いで「インドネシア」（125 件）、「フィリピ

ン」（62件）となっている。なお、下記の円グラフのとおり、令和６年６月末時点の

在留外国人統計による本県の在留外国人の国籍・地域別の割合に類似した結果となっ

た。 

  

 

ベトナム

138

25%

インドネシア

125

23%フィリピン

62

12%

中国・台湾

60

11%

ミャンマー

48

9%

米国

15

3%

韓国

13

2%

ネパール

13

2%

バングラ

ディシュ

8

2%

その他

60

11%

無回答

1

0%

アンケート結果

ベトナム

2,914 

28%

インドネシア

2,204 

21%
フィリピン

1,019 

10%

中国

877 

8%

台湾

50 

0%

ミャンマー

810 

8%

韓国

489 

5%

ネパール

460 

4%

米国

237 

2%

バングラデシュ

105 

1%

その他

1,329 

13%

(N=543) 

（参考）在留外国人統計（R6.6 末） 
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問２ 年齢 

「20～29 歳」（267 件）が最も多く、次いで「30～39 歳」（153 件）、「40～49 歳」

（55 件）となっている。 

 

 

問３ 在留資格 

「技能実習」（203 件）が最も多く、次いで「特定技能」（110 件）、「永住者・定住

者」（71件）となっている。なお、下記の円グラフのとおり、令和６年６月末時点の

在留外国人統計による本県の在留外国人の在留資格別の割合に類似した結果となっ

た。 

 また、「その他」自由記述には、下記の回答を得た。 

 

18～19歳

6

1%

20～29歳

267

49%

30～39歳

153

28%

40～49歳

55

10%

50～59歳

36

7%

60歳以上

25

5%

無回答

1

0%

技能実習

203

37%

特定技能

110

20%

永住者・定住者

71

13%

日本人の配偶者

等

54

10%

技術・人文知

識・国際業務

38

7%

留学

26

5%

家族滞在

15

3%

その他

25

5%

無回答

1

0%

(N=543) 

(N=543) 

アンケート結果 
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問３の「その他」自由記述 件数 

インターンシップ（同名の在留資格なし） ４ 

特定活動 ２ 

経営・管理 ２ 

実習生（技能実習のことか） ２ 

介護 １ 

教授 １ 

高度専門職 1号 １ 

教育 １ 

宗教 １ 

家族滞在 １ 

研修 １ 

見習い（同名の在留資格なし） １ 

専業主婦（同名の在留資格なし） １ 

仕事（同名の在留資格なし） １ 

 

 

 

 

 

 

 

技能実習

4,468 

43%

特定技能

1,728 

17%

永住者

1,252 

12%

定住者

139 

1%

留学

655 

6%

技術・人文知

識・国際業務

573 

5%

家族滞在

426 

4%

日本人の配偶者

等

406 

4%

その他

847 

8%

（参考）在留外国人統計（R6.6末）
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問４ 現在住んでいる市町村 

「宮崎市」（210 件）が最も多く、次いで「都城市」（107 件）、「小林市」（56 件）と

なっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮崎市

210

39%

都城市

107

20%
延岡市

41

8%

日南市

16

3%

小林市

56

10%

日向市

17

3%

串間市

6

1%

西都

市

15

3%

えびの市

15

3%

三股町

3

1%

高原町

3

1%

国富町

1

0%

高鍋町

2

0%

新富町

10

2%

川南町

21

4%

都

農

町

6

1%

門川町

10

2%

美郷町

2

0%

日之影町

1

0%

無回答

1

0%

(N=543) 
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日本語について 

問５ 日本語能力試験に合格したレベルを教えてください 

「日本語能力試験を受けたことがない」（143 件）が最も多く、次いで「Ｎ４ 基本

的な日本語を理解することができる」（113 件）、「Ｎ５ 基本的な日本語をある程度理

解することができる」（79 件）となっている。 

 

  総数 
技能

実習 

特定

技能 

永住者・

定住者 

日本人

の配偶

者等 

家族

滞在 
留学 

技術・人

文知識・

国際業務 

その

他・無

回答 

総数 543  203  110  71  54  15  26  38  26  

Ｎ１幅広い場面で使われる日本語を理解することができる 38  2  3  14  3  0  3  7  6  

Ｎ２日常的な場面で使われる日本語の理解に加え、より幅広

い場面で使われる日本語をある程度理解することができる 

42  4  8  6  4  1  6  10  3  

Ｎ３日常的な場面で使われる日本語をある程度理解すること

ができる 

78  28 21  6  6  0  4  12  1  

Ｎ４基本的な日本語を理解することができる 113 55  38  2  4  2  6  1  5  

Ｎ５基本的な日本語をある程度理解することができる 79 59  11  3  2  0  1  0  3  

合格したことがない 28  6  6  3  4  1   1  4  3  

日本語能力試験を受けたことがない 143 43  21  31  27 9  5  3  4  

無回答 22  6  2  6  4  2  0  1  1  

38

7%

42

8%

78

14%

113

21%
79

15%

28

5%

143

26%

22

4%

Ｎ１幅広い場面で使われる日本語を理解することができる

Ｎ２日常的な場面で使われる日本語の理解に加え、より幅広

い場面で使われる日本語をある程度理解することができる

Ｎ３日常的な場面で使われる日本語をある程度理解すること

ができる

Ｎ４基本的な日本語を理解することができる

Ｎ５基本的な日本語をある程度理解することができる

合格したことがない

日本語能力試験を受けたことがない

無回答
(N=543) 
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問６ どうやって日本語を学んでいますか（複数回答可） 

「独学で（インターネットやアプリ等）」（272 件）が最も多く、次いで「独学で

（教科書やテレビ等）」（219 件）、「職場で学んでいる」（158 件）となっている。 

また、「その他」自由記述には、下記の回答を得た。 

 

問６の「その他」自由記述 件数 

大学で １３ 

学校で ６ 

日本語学校で ３ 

専門学校で ３ 

大学院で ２ 

アニメで ２ 

日本で育ち、学校教育を受けた ２ 

母国で学んでいた ２ 

独学で ２ 

歌で １ 

 

 

272

219

158

114

84

80

62

35

23

23

20

10

9

35

0 50 100 150 200 250 300

独学で（インターネットやアプリ等）

独学で（教科書やテレビ等）

職場で学んでいる

周りの会話を聞いて覚えている

有料の日本語教室で

友達（日本人）から学んでいる

家族から学んでいる

市町村などが実施する無料の日本語教室で

友達（日本人以外）から学んでいる

日本語を学びたいが、学んでいない

通信教育で

ボランティア（日本人）から学んでいる

学ぶ必要がないので、学んでいない

その他

(N=543) 
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問７ どのような環境があれば、日本語を学びたいですか（複数回答可） 

「時間的な余裕があれば学びたい」（228件）が最も多く、次いで「無料で学ぶ場が

あれば学びたい」（159 件）、「日本語教室が近くにあれば学びたい」（119 件）となって

いる。 

在留資格別の結果を比較すると、技能実習において、「日本語の先生から学ぶ機会が

あれば学びたい」と回答した人の割合が特に高いことが分かった。 

 

228

159

119

118

103

90

81

80

63

55

42

39

0 50 100 150 200 250

時間的な余裕があれば学びたい

無料で学ぶ場があれば学びたい

日本語教室が近くにあれば学びたい

日本語の先生から学ぶ機会があれば学びたい

日本語教室と時間が合えば学びたい

地域の人と交流しながら学ぶ機会があれば学

びたい

日本語学習用のインターネットのページやア

プリのプログラムがあれば学びたい

オンラインの日本語教室があれば学びたい

ボランティアから学ぶ機会があれば学びたい

金銭的な余裕があれば学びたい

日本語を学ぶ必要はない

日本語学習用の通信教育のプログラムがあれ

ば学びたい (N=543) 
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89

55

22

19

4

11

18

10

51

50

15

16

4

6

10

7

46

24

9

15

5

2

9

9

50

25

8

7

5

5

10

8

32

26

4

14

2

5

14

6

26

14

9

9

1

8

13

10

26

23

7

6

6

3

6

4

27

18

6

9

2

3

10

5

28

12

6

5

2

0

4

6

24

8

6

7

0

3

5

2

4

2

19

10

3

0

2

2

10

8

3

8

3

1

4

2

0 20 40 60 80

技能実習

特定技能

永住者・定住者

日本人の配偶者等

家族滞在

留学

技術・人文知識・

国際業務

その他・無回答

時間的な余裕があれば学び

たい

無料で学ぶ場があれば学び

たい

日本語教室が近くにあれば

学びたい

日本語の先生から学ぶ機会

があれば学びたい

日本語教室と時間が合えば

学びたい

地域の人と交流しながら学

ぶ機会があれば学びたい

日本語学習用のインター

ネットのページやアプリの

プログラムがあれば学びた

い

オンラインの日本語教室が

あれば学びたい

ボランティアから学ぶ機会

があれば学びたい

金銭的な余裕があれば学び

たい

日本語を学ぶ必要はない

日本語学習用の通信教育の

プログラムがあれば学びた

い

(N=203) 

(N=110) 

(N=71) 

(N=54) 

(N=15) 

(N=26) 

(N=38) 

(N=26) 
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問８ 日本語を学びたい時間を教えてください（複数回答可） 

「平日夜間（１８時～２２時）」（136 件）が最も多く、次いで「土曜日夜間（１８

時～２２時）」（123 件）、「日曜日・祝日夜間（１８時～２２時）」（113 件）となってい

る。 

在留資格別の結果を比較すると、技能実習や特定技能等、就労のために来日してい

る方々を中心に、夜間の学習を希望する方が多いことが分かった。 

一方で、永住者・定住者と日本人の配偶者等では平日の午前及び午後を希望する方

の割合が比較的多く、現在実施している生活者向けのオンライン日本語講座の時間設

定はニーズに即していることが分かった。 

 

52

38

136

44

54

123

109

79

113

0 20 40 60 80 100 120 140 160

平日午前（８時～１２時）

平日午後（１３時～１７時）

平日夜間（１８時～２２時）

土曜日午前（８時～１２時）

土曜日午後（１３時～１７時）

土曜日夜間（１８時～２２時）

日曜日・祝日午前（８時～１２時）

日曜日・祝日午後（１３時～１７時）

日曜日・祝日夜間（１８時～２２時）

(N=543) 
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5

7

9

14

1

4

7

5

2

9

7

9

2

3

3

3

40

39

17

11

1

10

10

8

12

6

7

5

1

5

7

1

18

8

4

5

1

6

8

4

57

33

6

3

0

8

10

6

62

15

7

6

4

6

7

2

33

16

5

5

2

6

9

3

44

23

11

7

3

9

15

1

0 10 20 30 40 50 60 70

技能実習

特定技能

永住者・定住者

日本人の配偶者等

家族滞在

留学

技術・人文知識・国

際業務

その他・無回答

平日午前（８時～１

２時）

平日午後（１３時～

１７時）

平日夜間（１８時～

２２時）

土曜日午前（８時～

１２時）

土曜日午後（１３時

～１７時）

土曜日夜間（１８時

～２２時）

日曜日・祝日午前

（８時～１２時）

日曜日・祝日午後

（１３時～１７時）

日曜日・祝日夜間

（１８時～２２時）

(N=203) 

(N=110) 

(N=71) 

(N=54) 

(N=15) 

(N=26) 

(N=38) 

(N=26) 
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地域住民との交流について 

問９ 地域とどのような関わりをしているか（複数回答可） 

「特になし」（335 件）が最も多く、次いで「文化・料理・言葉を学ぶ場への参加」

（94 件）、「地域の清掃活動への参加」（83 件）となっている。 

また、「その他」自由記述には、下記の回答を得た。 

 
 

問９の「その他」自由記述 件数 

友人になった ２ 

近所づきあいはある １ 

交流センターの自主グループ １ 

カフェのイングリッシュミーティング １ 

ジム １ 

教会 １ 

周りに地元住民がいない １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

94

83

58

47

13

335

0 50 100 150 200 250 300 350

文化・料理・言葉を学ぶ場への参加

地域の清掃活動への参加

町内会・自治会の加入

防災訓練への参加

その他

特になし

(N=543) 
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問 10 地域住民との交流で、良かったと感じたこと（複数回答可） 

「特になし」（222 件）が最も多く、次いで「わかりやすい日本語で話してくれる」

（170 件）、「日本の文化や慣習を教えてくれる」（149 件）となっている。 

また、「その他」自由記述には、下記の回答を得た。 

 

 

問 10 の「その他」自由記述 件数 

英語に興味がある日本人は恐れずに外国人と話してくれる １ 

料理の作り方を教わった １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

170

149

112

109

60

57

7

222

0 50 100 150 200 250

わかりやすい日本語で話してくれる

日本の文化や慣習を教えてくれる

母国の文化や慣習の違いを理解してくれる

外国人であることに偏見がない

地域の活動に誘ってくれる

交流する場がある

その他

特になし

(N=543) 
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問 11 地域住民との交流で、困っていること（複数回答可） 

「特になし」（329 件）が最も多く、次いで「地域でどんな活動をしているか知らな

い」（84件）、「日本語でコミュニケーションができない」（66 件）となっている。 

また、「その他」自由記述には、下記の回答を得た。 

 

問 11 の「その他」自由記述 件数 

そもそも交流できる機会があまりない １ 

仕事の関係で時間がとれない １ 

時間が合わない １ 

必要だと思えない地域活動が煩わしい １ 

参加費が高い １ 

方言がわかりにくい １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

84

66

55

40

28

26

13

329

0 50 100 150 200 250 300 350

地域でどんな活動をしているか知らない

日本語でコミュニケーションができない

地域住民と交流する場がない

日本の文化や慣習が分からない

外国人であることに偏見を持たれる

母国の文化や慣習の違いを理解してもらえ

ない

その他

特になし

(N=543) 
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その他 

問 12 行政（自治体）に求める支援はありますか（複数回答可） 

「特になし」（200 件）が最も多く、次いで「日常会話レベルの日本語を学ぶ機会の

充実」（135 件）、「日本の文化や慣習を学ぶ機会の創出」（118 件）となっている。 

なお、「その他」の自由記述は無回答だった。 

 

  

135

118

99

91

88

83

50

48

3

200

0 50 100 150 200 250

日常会話レベルの日本語を学ぶ機会の充実

日本の文化や慣習を学ぶ機会の創出

ビジネス用の日本語やビジネスマナーを学

ぶ機会の創出

行政窓口や手続きの多言語化

防災情報の多言語化

地域住民と交流する機会の創出

子どもに対する日本語教育の充実、国籍や

文化の違いを理解するための教育

一元的な相談窓口の設置

その他

特になし

(N=543) 
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（2）事業所 

基本情報 

問１ 外国人材の受入れの状況と意向 

「現在外国人材を受け入れておらず、今後も受け入れない」（179 件）が最も多く、

次いで「現在外国人材を受け入れており、今後も受け入れたい」（71 件）となってい

る。 

現在外国人材を受け入れている事業所は 77 件（25%）で、現在の受入の有無にかか

わらず、今後受け入れたいと考える事業所は 132 件（42%）となっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

71

23%

6

2%

61

19%

179

56%

1

0%
現在外国人材を受け入れており、今後も受け

入れたい

現在外国人材を受け入れているが、今後は受

け入れない

現在外国人材を受け入れていないが、今後受

け入れたい

現在外国人材を受け入れておらず、今後も受

け入れない

無回答 (N=318) 



22 

 

問２ 所在する市町村 

回答のあった事業所全体では、「宮崎市」（112 件）が最も多く、次いで「都城市」

（56 件）となっている。 

一方で、現在外国人材を受け入れている事業所では、「都城市」（21 件）が最も多

く、次いで宮崎市（18件）となっている。 

 

宮崎市

112

35%

都城市

56

18%

延岡市

28

9%

日南市

13

4%

小林市

18

6%

日向市

28

9%

串間市

4

1%

西都市

2

1%

えびの市

5

2%

三股町

4

1%

高原町

2

1%

国富町

8

3%

綾町

1

0%

高鍋町

3

1%

新富町

4

1%

木城町

2

1%

川南

町

7

2%

都

農

町

1

0%

門川町

6

2%

諸

塚

村

2

1%

美郷町

1

0%

高千穂町

7

2%

日之影町

2

1%

五ヶ瀬町

1

0%

全体 

(N=318) 
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問３ 現在受け入れている外国人材の在留資格は（複数回答可） 

「技能実習」（53 件）が最も多く、次いで「特定技能」（45 件）となっている。 

 
 

宮崎市

18

23%

都城市

21

27%

延岡市

3

4%

日南市

3

4%

小林市

7

9%

日向市

1

1%

串間市

3

4%

西都

市

1

1%

えびの市

3

4%

高原町

2

3%

国富町

4

5%

新富町

3

4%

木城町

1

1%

川南

町

3

4%

門川町

3

4%

高千穂町

1

1%

53

45

15

6

5

4

3

3

0 10 20 30 40 50 60

技能実習

特定技能

技術・人文知識・国際業務

日本人の配偶者等

永住者・定住者

留学※資格外活動の許可を得たアルバイト生

その他

無回答

(N=77) 

外国人材を受け入れている事業所 

(N=77) 
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問４ 現在受け入れている外国人材の国籍は（複数回答可） 

「ベトナム」（38 件）が最も多く、次いで「インドネシア」（35件）となっている。 

 

 

日本語について 

問５ 市町村等が開催する日本語教室があれば、外国人材を受講させたいですか 

現在外国人材を受け入れている事業所及び現在外国人材を受け入れていないが今後

受け入れたいと考えている事業所から回答を得たところ、「条件が合えば受講させた

い」（72件）が最も多く、次いで「ぜひ受講させたい」（41 件）となっている。 

 

38

35

16

9

7

7

7

2

1

0

3

0 5 10 15 20 25 30 35 40

ベトナム

インドネシア

ミャンマー

フィリピン

中国・台湾

その他

ネパール

韓国

米国

バングラディシュ

無回答

41

30%

72

52%

14

10%

11

8%
ぜひ受講させたい

条件が合えば受講させたい

受講する必要がない

無回答

(N=77) 

(N=138) 
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問６ どのような条件であれば日本語教室を受講させますか（複数回答可） 

現在外国人材を受け入れている事業所及び現在外国人材を受け入れていないが今後

受け入れたいと考えている事業所から回答を得たところ、「受講が無料である」（72

件）が最も多く、次いで「教室が近くにある」（60 件）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

72

60

35

29

22

15

14

13

9

2

49

0 10 20 30 40 50 60 70 80

受講が無料である

教室が近くにある

生活上のルールを学ぶことができる

日本の文化を学ぶことができる

企業内で受講できる

教室の開催時間が就業時間内である

日本語教師が教える

地域住民と交流しながら学ぶことができる

ボランティアが教える

その他

無回答

(N=138) 
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問７ 外国人材を受け入れるにあたっての課題は（複数回答可） 

現在外国人材を受け入れており、今後も受け入れたいと考えている事業者から回答

を得たところ、「日常会話ができるレベルの日本語能力」（48 件）が最も多く、次いで

「社員とのコミュニケーション」となっている。 

 

48

38

25

20

18

16

14

13

13

10

9

8

4

3

3

1

1

3

2

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

日常会話ができるレベルの日本語能力

社員とのコミュニケーション

受入れにあたって発生する費用負担

住居の確保

失踪、事故等への対応

賃金等の処遇改善

文化、宗教、生活習慣等の相互理解

ビジネス用の日本語やビジネスマナー

安定的な受入れ人数の確保

特定の業務に特化した専門用語

定着せず、帰国等する懸念

他の受入企業との情報共有

社内の理解

企業向け相談窓口（受入にあたっての悩み

を相談できる場所がない）

どの国、どの在留資格の外国人を受け入れ

るべきか分からない

受入れの方法や手続きが分からない

社内のルールや受入体制が整っていない

その他

無回答

(N=71) 



27 

 

問８ 外国人材に対する生活支援で困っていることや不安なことは何ですか（複数

回答可） 

現在外国人材を受け入れている事業所から回答を得たところ、「医療機関を受診する

際の動向・通訳補助など」（32 件）が最も多く、次いで「ごみ出しに関すること」（23

件）となっている。 

 

 

 

32

23

21

18

17

17

11

7

1

4

15

0 5 10 15 20 25 30 35

医療機関を受診する際の同行・通訳補助

など

ごみ出しに関すること

行政からのお知らせ・広報などの翻訳や

伝達

各種手続の際の書類作成の補助

防災に関すること

住居に関すること

交通ルールに関すること

買い物に関すること

従業員の家族に対すること

その他

無回答

(N=77) 


